
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年度 

松岡享子/原案・文 

降矢なな/文・絵 

福音館書店 

えんどうまめばあさんと、そらまめじいさんははたら

きもの。でもこまったことに、なにかをしていても、ほ

かにやりたいことをみつけると、すぐにはじめない

と、きがすまないのです。 

『らんらんランドセル』 
 

ﾓﾘﾅｶﾞ・ﾖｳ/著 

めくるむ 

 

みんながつかっているランドセル。すごくじょうぶで、あめのひでもなかみが

ぬれないし、にもつがたくさんはいる。ランドセルはどうやってつくるのかな。 

『えんどうまめばあさんと 

そらまめじいさんの 

いそがしい毎日
まいにち

』 

『おとうとが 

おおきくなったら』 

ｿﾌｨｰ･ﾗｸﾞｰﾅ/文 

ｼﾞｭﾃﾞｨ･ﾜﾄｿﾝ/絵 

当麻ゆか/訳 

徳間書店 

ぼくのおとうとのテオは、まだあかちゃん。テオがお

おきくなったら、いろいろなところへいって、いろいろ

なはなしをしたい。はやくおおきくなってね。 

たのしくあそびたいのに、いもうとのスザンヌのせい

で、いつもめちゃくちゃ。メアリー・ケイは、いもうとをだ

れかのペットと、とりかえっこしようとおもいつきます。 

ﾛｲｽ･ﾀﾞﾝｶﾝ/作 

小宮由/訳 

平澤朋子/絵 

岩波書店 

『いもうとなんか 

いらない』 

『だれもしらない 

小さな家
いえ

』 

ｴﾘﾅｰ･ｸﾗｲﾏｰ/作 

小宮由/訳 

佐竹美保/絵 

岩波書店 

大きなマンションにはさまれた小さなあき家
や

。アリス

とジェーンはこっそり家
いえ

に入ると、おうちごっこをはじ

めました。するとそこへ、おこったかおの大家
おおや

さんが

やってきました。 

あだち電子図書館 
詳細はコチラ 

『しかくいののじかん』 

ボクのうちでは「しかくいののじかん」があるんだ。

それはボクがいないとはじまらない。「しかくいのの

じかん」ってなんだろう？ 

 

ﾊﾟﾒﾗ･ﾎﾟｰﾙ/ぶん 

ﾍﾞｯｷｰ･ｷｬﾒﾛﾝ/え 

ｷﾞｮｳ･ﾔﾏｸﾞﾁ/やく 

ｲﾏｼﾞﾈｲｼｮﾝ･ﾌﾟﾗｽ 

『よそんちの子』 

いとうみく/文 

池辺葵/絵 

ほるぷ出版 

なこのおうちに、ひとりでとまりにきた、４さいのかな

ちゃん。かぞくのみんなが、かなちゃんのことばかり

をだいじにするので、なこはなんだかおもしろくあり

ません。 → あだち電子図書館で読める本 

→ 読みやすい本 
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よみやすい本には 

ハムハムがいるよ 

こうもりは、まっくらでも、むしをつかまえ、とびまわ

ることができます。ひとにはきこえない、ちょうおん

ぱをつかうことで、まわりになにがあるか、わかる

からです。 

うちでかっているやぎのタミエは、ちかごろちょっと

へん。いつもはあしがはやいのに、のっそり、のっそ

りあるいている。なんと、タミエのおなかには、あか

ちゃんがいるんだって！ 

すけのあずさ/作 

BL出版 

『やぎのタミエは 

おかあさん』 
ｱﾔ井ｱｷｺ/作 

福井大/監修 

偕成社 

『こうもり』 

『すいどう』 

みずはすいどうかんをながれて、わたしたちのいえ

におくられてきます。では、すいどうかんはどこにあ

って、どうやってみずをはこんでいるのでしょうか。 

百木一朗/さく 

福音館書店 久保秀一/写真  

大久保茂徳/監修 

ひさかたﾁｬｲﾙﾄﾞ 

とうもろこしをつちにまいたら、めがでてきた。いつ

もたべている、ピーナツやごまもうえたら、めがでる

のかな?ほかにはどんなたねがあるのか、だいど

ころをさがしてみよう。 

『だいどころの 

たね』 

『２ひきのカエル 

そのぼうきれ、 

どうすんだ？』 

ｸﾘｽ･ｳｫｰﾒﾙ/作・絵 

はたこうしろう/訳 

徳間書店 

すいれんのうえに２ひきのカエル。ようじんぶかい

１ぴきが、犬よけにぼうきれをもっている。もう１ぴき

は、犬なんかくるはずないと、わらっている。ぼうきれ

は、やくにたつのだろうか。 

『そんなのうそだ！』 

なまけもののサル、ブタ、キツネがすんでいる村に、

イヌがやってきた。サルたちは、イヌのごうかな服
ふく

を

うばおうと、だれのはなしがいちばんおもしろいか

勝負
しょうぶ

をもちかける。 

ｼﾞｰﾝ･ﾒﾘﾙ/作 

小宮由/訳 

坂口友佳子/絵 

岩波書店 

なかがわちひろ/作・絵 

徳間書店 

ねこのとらまるは、動物
どうぶつ

病院
びょういん

のまちの先生とくらし

ています。よる、先生がねむったあとは、とらまるの

しごとのじかん。とらまるは山の動物
どうぶつ

たちのおいし

ゃさんなのです。 

『やまの動物
どうぶつ

病院
びょういん

』 

ｷﾞﾃﾞｵﾝ･ｽﾃﾗｰ/作 

ﾏﾘｱｷｱﾗ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｮﾙｼﾞｮ/絵 

BL出版 

にんげんがかえったあとのゆうえんちに、森から

たくさんのどうぶつがやってきました。まよなかの

ゆうえんちで、どうぶつたちのにぎやかなこえが

ひびきます。 

『まよなかの 

ゆうえんち』 

『わたしは 

どこでしょう？ 

絵
え

さがし日本のおもちゃ』 

藤川智子/作 

講談社 

くらのなかには、むかしからあるにんぎょうや、おも

ちゃがいっぱいあります。だるまにこけし、まねきね

こ。しゃしんとおなじものをさがしてみましょう！ 

『イカにんじゅつ道場
どうじょう

 

ただいま弟子
で し

ぼしゅうちゅう』 

にんじゃのイカは「にんじゅつ道場
どうじょう

」をひらきました

が、なかなか弟子
で し

がきません。ようやくやってきたの

は 魚
さかな

のキス。イカはうまくおしえることができるで

しょうか。 

香桃もこ/作 

岡田よしたか/絵 

福音館書店 

『かみなり』 

武田康男/監修・写真 

小杉みのり/構成・文 

岩崎書店 

かみなりは、どうしてうまれるのでしょう。なぜ、じめ

んにおちるのでしょう。こわいけれど、うつくしくもあ

るかみなりについて、はくりょくあるしゃしんととも

に、おしえてくれます。 

『ゆかしたのワニ』 

ぼくんちのゆかしたには、ワニがいます。ぼくは、よ

るになると、かいちゅうでんとうで、ワニのくちのな

かをてらして、ハミガキをします。ごしごししている

と、ワニののどがごくりとうごきました。 

ねじめ正一/文 

ｺﾏﾂｼﾝﾔ/絵 

福音館書店 


